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弥
生
時
代
は
、
水
田
稲
作
と
金
属
器
が
大
陸
か
ら
波
及
し
、
狩
猟
採
集
を
生せ
い

業ぎ
ょ
う

の
基
本
と
し
て
い
た
縄
文
時
代
の
生
活
様
式
が
根
本
か
ら
変
わ
っ
た
時
代
で

あ
る
。
水
田
稲
作
は
、
耕
作
に
必
要
な
水
を
確
保
す
る
た
め
に
灌か
ん
漑が
い
を
必
要
と

す
る
。
ま
た
、田
植
え
か
ら
刈
り
入
れ
ま
で
半
年
以
上
の
期
間
を
要
す
る
た
め
、

村
々
で
の
協
同
と
米
の
蓄
え
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
水
田
稲
作
は
食
糧

と
し
て
の
米
の
獲
得
と
と
も
に
そ
の
調
理
方
法
も
変
化
さ
せ
た
。
水
田
稲
作
地

の
造
営
は
、
村
の
景
観
に
も
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
生
活
で
は
、
新

た
に
波
及
し
た
青
銅
器
を
用
い
た
非
日
常
的
な
場
で
あ
る
ま
つ
り
が
始
ま
る

（
写
真
３−

１
）。

　
九
州
北
部
へ
水
田
稲
作
が
伝
来
し
た
こ
と
が
、
弥
生
時
代
の
始
ま
り
と
さ
れ

る
。
水
田
稲
作
は
、
北
海
道
と
南
西
諸
島
を
除
く
日
本
列
島
に
波
及
し
て
、
各

地
の
弥
生
文
化
の
開
始
を
促
す
の
で
あ
る
が
、
日
本
海
沿
岸
に
沿
っ
て
東
北
北

部
へ
い
ち
早
く
波
及
す
る
。
太
平
洋
沿
岸
で
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
ま
で
は
比
較
的

早
い
広
が
り
を
示
す
が
、
そ
こ
か
ら
東
側
に
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
食
糧
生

産
へ
の
依
存
が
ま
だ
薄
く
、
狩
猟
採
集
社
会
が
継
続
し
て
い
る
な
ど
、
弥
生
文

化
を
受
け
容
れ
る
側
の
生
活
様
式
の
違
い
が
大
き
く
反
映
さ
れ
る
た
め
で
あ
る

（
森
岡　
二
〇
〇
四
）。
水
田
稲
作
に
よ
る
食
糧
生
産
は
、
共
同
体
社
会
を
段
階

的
に
発
展
さ
せ
、
階
層
社
会
の
形
成
を
促
し
た
。　

　
鉄
器
と
青
銅
器
は
、
水
田
稲
作
と
と
も
に
伝
来
し
た
文
化
で
あ
る
。

　
鉄
器
は
、
九
州
地
方
を
中
心
に
鉄
製
工
具
な
ど
に
一
定
の
分
布
を
見
せ
、
弥

生
時
代
後
期
に
な
っ
て
か
ら
九
州
以
外
の
地
域
で
そ
の
広
が
り
が
明
ら
か
に
な

る
。
つ
ま
り
、
鉄
器
が
日
本
列
島
に
広
が
り
、
農
耕
具
の
創
出
や
工
具
の
変
化

が
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
鉄
器
の
使
用
が
一
定
の

割
合
を
示
す
の
は
、
弥
生
時
代
後
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
弥
生
時

代
中
期
に
は
、
石
包
丁
・
磨ま

製せ
い
石せ
き
斧ふ

・
石
鎌
・
石せ
き
鏃ぞ
く
・
石
槍
な
ど
の
石
製
品
（
石

器
）
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
が
、
後
期
に
な
る
と
石
器
の
発
見
例
は
限
定
的
と
な

る
。
こ
の
段
階
に
鉄
器
化
が
具
体
的
に
進
ん
だ
こ
と
を
表
す
の
で
あ
る
（
禰
冝

田　
一
九
九
八
）。
つ
ま
り
、
鉄
器
の
広
が
り
は
、
水
田
稲
作
の
波
及
と
は
連

動
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
青
銅
器
は
、実
用
品
と
し
て
の
鉄
器
に
対
し
て
祭
器
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、

弥
生
時
代
を
通
し
て
祭さ
い
祀し

に
関
わ
る
儀
器
化
を
進
行
さ
せ
る
。
銅
剣
・
銅
矛
・

銅ど
う
戈か

と
銅ど
う
鐸た
く
に
よ
る
祭
祀
儀
礼
を
志
向
す
る
集
団
は
、
西
日
本
で
そ
れ
ぞ
れ
の

分
布
範
囲
を
形
成
し
、
弥
生
時
代
の
青
銅
器
文
化
を
特
徴
づ
け
て
い
る
（
岡
内　

一
九
八
九
）。
し
か
し
、
近
年
こ
れ
ら
の
青
銅
器
が
共
伴
し
て
出
土
す
る
事
例

が
増
え
、境
界
の
曖
昧
性
と
相
互
の
交
流
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

東
海
西
部
以
西
で
は
、
銅
鐸
の
大
型
化
と
加
飾
化
が
進
む
と
と
も
に
銅
鐸
祭
祀

が
執
り
行
わ
れ
、
西
日
本
と
東
日
本
を
画
す
る
地
域
社
会
の
大
き
な
違
い
を
示

す
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
鈴
木　
二
〇
〇
二
）。

　
弥
生
時
代
の
墓
の
代
表
は
、方ほ
う
形け
い
周し
ゅ
う

溝こ
う
墓ぼ

と
呼
ば
れ
る
四
角
く
墳
丘
を
築
き
、

周
囲
に
溝
を
巡
ら
せ
る
墳
墓
で
あ
る
。
墳
丘
上
に
遺
体
を
埋
葬
す
る
施
設
を
作

る
も
の
で
、
弥
生
前
期
の
近
畿
地
方
で
出
現
し
、
水
田
稲
作
の
波
及
に
同
調
し

て
東
日
本
へ
広
が
り
を
見
せ
る
。
そ
れ
は
、
水
田
稲
作
の
始
ま
り
に
よ
る
階
層

第
一
節
　
　
弥
生
時
代
の
概
要
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社
会
を
反
映
さ
せ
て
お
り
、
弥
生
社
会
を
代
表
す
る
墓
と
な
る
。

　
集
落
に
は
、
竪
穴
建
物
、
掘
立
柱
建
物
が
見
ら
れ
る
。
竪
穴
建
物
は
、
火
処

と
し
た
炉
が
そ
の
中
央
付
近
に
作
ら
れ
る
が
、
そ
の
構
造
は
縄
文
時
代
か
ら
基

本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
掘
立
柱
建
物
は
、
土
中
に
埋
め
た
柱
を
利
用
し
て
板
敷

の
高
床
を
作
る
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
食
糧
を
備
蓄
す
る
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ

た
。
竪
穴
建
物
、
掘
立
柱
建
物
な
ど
機
能
の
違
い
が
明
ら
か
な
建
物
で
構
成
さ

れ
る
集
落
で
は
、
溝
で
村
を
取
り
囲
む
環
濠
集
落
と
呼
ば
れ
る
弥
生
時
代
特
有

の
集
落
を
成
立
さ
せ
る
。
環か
ん
濠ご
う
集
落
は
、
農
業
生
産
物
を
納
め
る
倉
庫
と
な
る

掘
立
柱
建
物
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
農
耕
社
会
の
成
立
と
照
合

す
る
。
環
濠
集
落
は
稲
作
の
広
が
り
と
同
様
に
、
九
州
か
ら
西
日
本
、
関
東
へ

と
広
が
る
。
村
を
区
画
す
る
環
濠
集
落
は
、
墓
域
以
外
の
一
般
生
活
に
必
要
な

施
設
を
集
約
さ
せ
る
。
首
長
の
居
住
域
に
関
わ
る
も
の
さ
え
も
そ
こ
に
築
か
れ

て
い
く
。

　
東
日
本
で
は
、
水
田
稲
作
を
基
盤
と
す
る
農
耕
社
会
の
成
立
に
よ
り
、
方
形

周
溝
墓
、
環
濠
集
落
が
波
及
す
る
よ
う
に
な
る
。

写真 3-1　復元された弥生集落（静岡市立登呂博物館提供）
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弥
生
時
代
は
、
土
器
型
式
な
ど
の
違
い
か
ら
、
天
竜
川
を
境
に
東
海
地
域
を

東
西
に
分
け
て
捉
え
ら
れ
る
（
鈴
木　
一
九
八
七
）。
顕
著
な
例
は
、
弥
生
時

代
後
期
の
土
器
型
式
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
海
西
部
と
な
る
西に
し
遠と
お
と

江う
み
に
伊い

場ば

式し
き
・
欠か
け
山や
ま
式し
き
土
器
が
広
が
り
、
東
部
に
菊
川
式
・
登と

呂ろ

式し
き
・
飯
田
式
・
雌め

鹿が

塚づ
か
式し
き
土
器
が
広
が
る
。
そ
れ
は
、
第
一
節
で
示
し
た
銅ど
う
鐸た
く
文
化
圏
の
東
限
と
も

重
な
る
も
の
で
、
列
島
を
太
平
洋
沿
岸
で
東
西
に
区
分
す
る
境
と
も
な
っ
て
い

た
。

　
静
岡
県
内
の
水
田
に
よ
る
稲
作
の
痕
跡
は
、
渋し
ぶ
沢さ
わ
式し
き
段
階
（
215
ペ
ー
ジ
）
で

は
は
っ
き
り
し
な
い
。
嶺み
ね
田た

式し
き
段
階
に
な
っ
て
か
ら
、
有う

東と
う
遺
跡
（
静
岡
市
駿

河
区
）
や
西に
し
通ど
お
り

北き
た
遺
跡
（
沼
津
市
）
な
ど
の
沖
積
平
野
部
に
お
け
る
遺
跡
の
進

出
が
明
ら
か
に
な
る
。
静
岡
平
野
に
お
い
て
は
、
本
格
的
な
水
田
稲
作
の
開
始

が
う
か
が
え
る
（
岡
村
ほ
か　
二
〇
一
八
）。

　
方ほ
う
形け
い
周し
ゅ
う

溝こ
う
墓ぼ

は
、
同
じ
嶺
田
式
段
階
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
東
駿
河
で
は
、
上う
え

原は
ら
遺
跡
（
沼
津
市
）
で
の
発
見
が
最
も
古
い
例
と
な
る
。
弥
生
時
代
中
期
後
半

の
有
東
式
段
階
に
な
る
と
、
全
長
二
〇
ｍ
を
超
え
る
極
め
て
大
型
の
方
形
周
溝

墓
が
、
寺て
ろ

尾う

原ば
ら

遺
跡
（
函か
ん

南な
み

町
、
写
真
３−

２
）
や
中な
か

原は
ら

遺
跡
（
沼
津
市
）
で

見
つ
か
っ
て
お
り
、
階
層
社
会
の
実
態
を
よ
く
表
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
環
濠
集
落
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
事
例
が
東
海
西
部
の
西
遠
江
で
見
ら
れ
る

も
の
の
東
遠
江
か
ら
北
伊
豆
に
か
け
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
の
中
で
西
通

北
遺
跡
で
は
、
嶺
田
式
段
階
の
大
規
模
な
環
濠
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
天あ
ま
城ぎ

連

山
を
境
と
し
て
伊
豆
を
分
け
た
、
伊
豆
半
島
東
岸
か
ら
南
伊
豆
に
か
け
て
の
地

域
で
は
、
日ひ

暮ぐ
ら
し

遺
跡
（
伊
東
市
）・
日ひ

詰づ
め

遺
跡
（
南
伊
豆
町
）
に
お
い
て
有
東

式
並
行
段
階
の
環
濠
が
築
か
れ
る
（
表
３−

１
）。
静
岡
県
内
で
は
、
先
行
し

て
環
濠
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
地
域
と
な
る
が
、
関
連
す
る
土
器
型
式
は
、
関
東

地
域
に
分
布
す
る
宮み
や
ノの

台だ
い
式し
き
土
器
と
の
親
和
性
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
弥
生
時
代
後
期
に
入
る
と
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
環
濠
集
落
が
そ
の

数
を
増
や
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
的
地
域
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
日

詰
遺
跡
や
梶か

じ
子こ

遺
跡
（
浜
松
市
中
央
区
）
の
よ
う
に
弥
生
時
代
中
期
と
後
期
の

二
つ
の
時
期
に
場
所
を
違
え
て
環
濠
が
築
か
れ
る
集
落
と
、
集
落
が
移
動
し
て

新
た
な
場
所
に
築
か
れ
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
後
者
の
事
例
が
多
い
。

　
弥
生
時
代
に
環
濠
を
取
り
入
れ
な
か
っ
た
西
駿
河
や
、
中
期
に
は
少
な
く
後

期
に
な
っ
て
出
現
す
る
東
駿
河
か
ら
北
伊
豆
の
地
域
な
ど
、
積
極
的
な
採
用
が

進
ま
な
か
っ
た
地
域
の
動
向
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
県
内
で
環
濠
集
落
が
最

も
盛
ん
な
段
階
は
、
弥
生
時
代
後
期
前
半
と
な
る
。
そ
し
て
、
後
半
に
は
、
そ

の
す
べ
て
が
廃
絶
し
て
い
く
（
写
真
３−

３
）。

　

弥
生
文
化
の
波
及
と
し
て
は
、
弥
生
時
代
中
期
前
葉
に
丘
陵
や
山
間
地
で

の
開
発
が
行
わ
れ
る
が
、
大
型
の
打
製
石せ
き

斧ふ

な
ど
の
使
用
や
再
葬
に
よ
る

土
器
棺か
ん

墓ぼ

の
採
用
な
ど
縄
文
時
代
か
ら
の
生
活
様
式
が
継
続
す
る
（
石
川　

一
九
九
九
）。
中
期
中
葉
に
当
た
る
嶺
田
式
段
階
に
な
る
と
、
地
域
的
な
偏
在

は
あ
る
も
の
の
沖
積
平
野
に
お
け
る
開
発
が
進
み
、
水
田
稲
作
の
始
ま
り
と
方

形
周
溝
墓
の
採
用
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
段
階
で
環
濠
集
落
は
、
西
遠
江
に

お
い
て
登
場
す
る
。　

　
静
岡
県
に
お
け
る
本
来
の
弥
生
社
会
の
開
始
は
、
こ
の
段
階
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
弥
生
文
化
の
波
及
は
九
州
を
起
点
と
し
て
東
進
す
る
が
、
そ
れ

は
、各
地
域
で
一
律
で
は
な
い
段
階
的
な
動
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

静
岡
県
内
で
の
本
来
の
稲
作
の
伝で
ん
播ぱ

に
よ
る
弥
生
文
化
の
受
容
と
し
て
は
、
渋

沢
式
段
階
（
丸ま
り
子こ

式し
き
段
階
）
か
ら
嶺
田
式
段
階
の
間
が
実
質
的
な
画
期
と
な
っ

て
い
る
。

第
二
節
　
　
静
岡
県
内
の
弥
生
時
代
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写真 3-3　伊場遺跡の環濠（浜松市博物館提供）

表 3-1　駿河・伊豆の環濠集落　原則西の遺跡から順に示す。

写真 3-2　寺尾原遺跡の方形周溝墓（函南町教育委　
　　　　　員会提供）

№ 遺   跡   名 所　　在 立  地 遺   構   名 時   期 備　　　考

1 荘館山遺跡 藤枝市原 丘陵 1A 号溝・1B 号溝 弥生後期 後期 l 後半の竪穴住居と重複 
2 つの溝の重複

2 寺家前遺跡 藤枝市中ノ合 丘陵 SR6400 雌鹿塚Ⅲ 環濠？　自然流路　木製農耕具、銅釧

3 駿府城内遺跡 静岡市葵区城内町 沖積地 区画溝 弥生後期 環濠？

4 午王堂山Ⅱ遺跡 静岡市清水区庵原町 丘陵 Ｕ字溝 弥生後期

5 午王堂山Ⅲ遺跡 静岡市清水区庵原町 丘陵 SD01 雌鹿塚Ⅲ 午王堂山 3 号墳隣接、午王堂山Ⅰ遺
跡からの連続？

6 上嶺遺跡 静岡市清水区袖師町 丘陵 1 号溝 有東（新） 環濠？　神明山 1 号墳隣接

7 月の輪上遺跡 富士宮市星山 丘陵 溝状遺構 20 
溝状遺構 01 雌鹿塚Ⅲ 隣接して雌鹿塚Ⅲ～Ⅳの集落

8 泉遺跡 富士宮市泉町 扇状地 溝状遺構（SD01） 雌鹿塚Ⅲ

9 丸ヶ谷戸遺跡 富士宮市大岩 丘陵 SD1 雌鹿塚Ⅲ 後期前半の竪穴住居と重複

10 滝戸遺跡 富士宮市黒田 丘陵 SB1・SB2 雌鹿塚Ⅱ 近接する竪穴の土器と接合

11 丸崎遺跡 富士市南松野 丘陵 溝状遺構 雌鹿塚Ⅲ

12 宮添遺跡 富士市増川 丘陵 SD1・SD2 雌鹿塚Ⅱ 多重環濠

13 西通北遺跡 沼津市大諏訪 沖積地 環濠 
大型溝状遺構 嶺田併行 溝断面箱型・覆土中に有東式土器

14 三芳町遺跡 沼津市三芳町 沖積地 溝遺構（SD1） 雌鹿塚Ⅲ

15 御幸町遺跡 沼津市御幸町 沖積地 SD‐1 雌鹿塚Ⅲ 西日本系の壺

16 尾崎遺跡 沼津市西沢田 沖積地 環濠状遺構 雌鹿塚Ⅱ 後期後半の竪穴住居と重複

17 植出遺跡 沼津市足高尾上 丘陵 SD401 ― 環状の溝

18 目黒身遺跡 沼津市西椎路 丘陵 第 1 排水溝 雌鹿塚Ⅱ

19 向原遺跡 函南町柏谷 丘陵 溝状遺構 有東（新 ) 環濠？

20 寺尾原遺跡 函南町柏谷 丘陵 第 5 地点 SD01 
第 7 地点 SDR01 雌鹿塚Ⅲ 第 5 地点で後期の環濠 

第７地点中期土器出土

21 神崎遺跡 伊豆の国市神崎 丘陵 第 1 溝 雌鹿塚Ⅱ 後期後半の方形周溝墓と重複

22 日詰遺跡 南伊豆町下賀茂日詰 沖積地

1 号環濠 有東（新）

弥生中期・後期の多重環濠2 号環濠 雌鹿塚Ⅲ
3 号環濠 有東（新）
4 号環濠 雌鹿塚Ⅲ

23 日暮遺跡 伊東市桜木町 丘陵 環濠 有東（中）
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弥
生
時
代
後
期
を
雌め

鹿が

塚づ
か
式し
き
土
器
が
製
作・使
用
さ
れ
た
時
期
と
し
て
捉
え
、

古
墳
時
代
前
期
を
大お
お
廓く
る
わ

式し
き
土
器
が
製
作
・
使
用
さ
れ
た
時
期
と
す
る
。
大
廓
式

土
器
は
、
土
器
型
式
の
変
化
に
よ
り
四
段
階
に
分
け
、
そ
の
変
遷
が
辿
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
大
廓
Ⅲ
式
期
は
、
広
域
的
な
土
器
編
年
の
並
行
関
係

か
ら
布ふ

留る

０
式し
き
期
（
寺
沢　
一
九
八
六
）
と
同
時
期
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
布

留
０
式
期
は
、
箸は
し
墓は
か
古
墳
（
奈
良
県
桜
井
市
）
出
土
土
器
の
段
階
で
あ
り
、
古

墳
時
代
前
期
中
葉
に
相
当
す
る
（
春
成
・
小
林
ほ
か　
二
〇
一
一
）。
駿
河
に

お
い
て
も
高た
か
尾お

山さ
ん
古
墳
（
沼
津
市
）
の
主
体
部
の
年
代
で
あ
り
、
箸
墓
古
墳
と

相
似
墳
と
な
る
神し
ん
明め
い
山さ
ん
１
号
墳
（
静
岡
市
清
水
区
）
の
出
土
土
器
の
年
代
が
同

時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
大
廓
Ⅰ
式
期
・
大
廓
Ⅱ
式
期
は
そ
れ
以
前

の
段
階
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
大
廓
Ⅰ
式
期
は
、
列
島
規
模
で
興
っ
た
土
器
の
広
域
的
な
移
動
を
も
っ
て
設

定
し
て
お
り
、各
地
に
土
器
の
波
及
が
認
め
ら
れ
、土
器
様
式
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
段
階
と
し
て
い
る
（
安
城
市
歴
史
博
物
館　
二
〇
一
四
）。
そ
の
代
表

例
が
丸ま
る
ヶが

谷い

戸と

遺
跡
で
あ
る
。
丸
ヶ
谷
戸
遺
跡
で
は
、
土
器
ば
か
り
か
前
方
後

方
形
を
示
す
墳
墓
が
登
場
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
集
団
の
存
在
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
物
の
移
動
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
移
動

が
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
在
地
の
集
団
と
の
融
合
が
図
ら
れ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
広
域
的
な
集
団
の
移
動
が
始
ま
っ
た
背
景
に
は
、
容
易
に
物
が
移
動
で
き
る

環
境
と
、
敵
対
関
係
か
友
好
関
係
か
は
別
と
し
て
も
、
国
家
間
の
国
と
し
て
対

外
関
係
が
明
白
に
な
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
魏
志
倭
人
伝
に
よ
る
と
、
そ

の
中
で
倭わ

国こ
く
大
乱
と
呼
ば
れ
る
内
乱
状
態
と
な
り
、
諸
国
か
ら
の
人
々
の
流
出

が
は
っ
き
り
と
現
れ
る
こ
と
に
な
る
（
表
３−

２
）。
倭
国
に
お
け
る
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く
の
女
王
卑ひ

弥み

呼こ

の
共
立
は
、
西
暦
一
八
八
年
ご
ろ
と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
国

の
起
こ
り
が
は
っ
き
り
し
、
支
配
者
の
出
現
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
さ
れ
る
。

大
廓
Ⅰ
式
期
の
始
ま
り
を
こ
の
頃
と
考
え
る
。
土
器
様
式
の
変
化
は
、
生
活
そ

の
も
の
の
変
化
に
つ
な
が
り
、初
源
的
な
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
墳
墓
の
登
場
は
、

時
代
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
箸
墓
古
墳
を
筆
頭
と
す
る
大

型
墳
墓
の
築
造
は
、
卑
弥
呼
の
数
十
年
に
わ
た
る
階
層
制
社
会
を
表
象
す
る
国

の
運
営
を
経
て
達
成
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
大
規
模
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
る

の
で
あ
る
。

第
三
節
　
　
弥
生
時
代
の
終
焉
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西暦 出　来　事 中　国

57 倭
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

、後漢に入
にゅう

貢
こう

、光
こう

武
ぶ

帝
てい

より金
きん

印
いん

紫
し

綬
じゅ

を賜る

後
ご

漢
かん

 
（25 ～ 220）

107 倭面土国王帥
すい

升
しょう

、後漢に入貢、安
あん

帝
てい

へ生
せい

口
こう

160 人を献じ、謁見を請
う

146 ～ 189 桓
かん

・霊
れい

帝
てい

の間、倭国大乱

184 黄
こう

巾
きん

の乱、後漢崩壊へ

188 このころ、卑弥呼立つ

204 公
こう

孫
そん

康
こう

、楽
らく

浪
ろう

郡
ぐん

の南に帯
たい

方
ほう

郡を分立

208 赤壁の戦い

220 後漢滅亡

238 魏、公孫氏を滅ぼす

魏
ぎ

 
（220 ～

265）

蜀
しょく

 
221 ～
263）

呉
ご

 
（222 ～

280）

239
邪馬台国、卑弥呼、魏に大

たい

夫
う

難
な

升
し

米
め

と次
じ

使
し

都
つ

市
し

牛
ご

利
り

を送る、親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

金
きん

印
いん

、銅鏡 100 枚などを賜る

240 帯
たい

方
ほう

太
たい

守
しゅ

、梯
てい

儁
しゅん

らに詔書、印綬を持たせて倭へ派遣

243 卑弥呼、再び魏に大夫伊
い

聲
せい

耆
き

、掖
えき

邪
や

狗
く

らを派遣

245 帯方郡より黄幢（黄色い旗さし）を下
か

賜
し

247
卑弥呼、帯方郡へ載

さ

斯
し

烏
う

越
えつ

らを使者として派遣、狗
く

奴
な

国の戦いについ
て報告、張

ちょう

政
せい

らを倭国に派遣

248 このころ卑弥呼死す、径
けい

百
ひゃく

余
よ

歩
ほ

の塚、男王立つが服せず、宗
そう

女
じょ

台
と

与
よ

立
つ

台与、魏へ帰任する張政に掖邪狗ら 20 人を同行させる。

265 西晋成立

西
せい

晋
しん

 
（265 ～ 316）

266 倭女王（台与ヵ）西晋に使いを送る

280 西晋、呉を併合し天下統一

このころ、陳
ちん

寿
じゅ

が「魏
ぎ

志
し

倭
わ

人
じん

伝
でん

」をまとめる

291 八
はち

王
おう

の乱

表 3-2　中国の歴史書にみられる倭国の年表（2 ～ 3 世紀）　
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渋し
ぶ
沢さ
わ
遺
跡

　
淀よ
ど
師し

地
区
に
広
が
る
湧
水
地
を
見
下
ろ
す
丘
陵
に
あ
る
渋
沢
遺
跡
は
、
富
士

宮
市
域
で
の
弥
生
時
代
の
開
始
を
告
げ
る
代
表
的
な
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
富

士
山
の
新
期
富
士
の
溶
岩
流
（
外と

神が
み
溶
岩
）
が
形
成
し
た
丘
陵
の
縁
辺
に
あ
る

市
立
富
丘
小
学
校
周
辺
に
位
置
す
る
（
高
田
ほ
か　
二
〇
一
六
）。
発
掘
調
査

で
は
、「
土
器
棺か
ん
墓ぼ

」
と
呼
ば
れ
る
墓
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
墓
域
が
築
か
れ
、

静
岡
県
内
で
良
好
な
事
例
の
な
い
こ
の
時
代
を
特
徴
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
（
写
真
３−

４
〜
７
）。
調
査
で
は
、
墓
に
利
用
さ
れ
て
い
た
甕か
め

や
壺
な
ど

が
出
土
し
て
い
る
。

　
遺
跡
の
年
代
は
、
三
段
階
に
変
遷
し
て
お
り
、
弥
生
時
代
前
期
後
半
か
ら
中

期
の
前
葉
に
相
当
す
る
。
段
階
三
に
相
当
す
る
土
器
に
付
着
し
た
煤す
す
の
分
析
に

よ
る
と
、
そ
の
年
代
は
紀
元
前
三
九
〇
年
～
四
一
五
年
を
示
し
て
い
る
。
段
階

三
と
す
る
丸ま
り
子こ

式し
き
土
器
の
段
階
は
、
渋
沢
遺
跡
が
最
も
優
勢
に
な
る
時
期
で
あ

る
。
弥
生
時
代
中
期
の
始
ま
り
に
お
い
て
、
静
岡
県
東
部
地
域
の
基
準
と
な
る

も
の
で
、
静
岡
県
中
部
以
西
を
主
た
る
分
布
範
囲
と
す
る
丸
子
式
土
器
と
は
、

甕
類
に
お
い
て
少
し
異
な
る
形
態
を
示
し
て
い
る
。
土
器
の
形
か
ら
渋
沢
遺
跡

の
人
々
と
、
富
士
川
の
上
流
域
か
ら
長
野
県
に
か
け
て
生
活
し
て
い
た
人
々
と

の
交
流
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
渋
沢
遺
跡
の
土
器
は
、
近
接
す
る
丸
子

式
土
器
と
親
和
性
は
強
い
も
の
の
、
異
な
っ
た
形
の
も
の
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
徴
を
示
す
土
器
を
組
み
合
わ
せ
る
事
で
成
立
し
て
い
る
。
土
器

づ
く
り
の
粘
土
は
、
色
や
形
に
関
係
な
く
、
羽は

鮒ぶ
な
地
区
周
辺
の
富
士
川
流
域
で

採
集
さ
れ
た
も
の
だ
と
さ
れ
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
集
団
の
相
互
の
交
流
に
よ
っ
て
渋
沢
遺
跡
で
作
ら
れ
て
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。

　
渋
沢
遺
跡
の
終
し
ゅ
う
焉え
ん
後
、
西に
し
通ど
お
り

北き
た
遺
跡
（
沼
津
市
）
や
有う

東と
う
遺
跡
（
静
岡
市
駿

第
四
節
　
　
富
士
宮
市
の
弥
生
時
代
中
期
　
　
　
　

写真 3-6 　渋沢遺跡土器棺墓

写真 3-7 　渋沢遺跡土器棺墓

写真 3-4 　渋沢遺跡土器棺墓

写真 3-4 　渋沢遺跡土器棺墓
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河
区
）
が
代
表
と
な
る
弥
生
時
代
中
期
中
葉
へ
時
代
は
移
り
変
わ
る
。
東
海
東

部
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
か
ら
水
田
稲
作
に
対
す
る
比
重
を
重
く
す
る
農
耕
社

会
が
形
成
さ
れ
、
環か
ん
濠ご
う
集
落
が
登
場
し
、
墓
と
し
て
の
方ほ
う
形け
い
周し
ゅ
う

溝こ
う
墓ぼ

が
採
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
山
間
地
に
広
が
る
富
士
宮
で
は
遺

跡
が
確
認
さ
れ
な
く
な
る
。

遺
跡
の
あ
る
場
所

　
富
士
山
西
南
麓
で
の
原
始
・
古
代
の
遺
跡
は
、
古
富
士
火
山
の
泥
流
層
を
基

盤
と
す
る
範
囲
に
そ
の
多
く
が
分
布
す
る
。
そ
れ
に
関
わ
ら
な
い
の
が
、
本
格

的
な
富
士
山
信
仰
の
始
ま
る
中
世
以
降
と
こ
の
渋
沢
遺
跡
の
段
階
と
言
え
る
。

現
状
で
、渋
沢
遺
跡
と
同
じ
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、押お
し
出だ
し
遺
跡・下し
も
谷が
や
戸と

遺
跡・

別べ
っ
所し
ょ
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
別
所
遺
跡
以
外
は
新
期
富
士
の
溶
岩
流
を

基
盤
と
す
る
丘
陵
上
に
位
置
し
て
い
る
。
渋
沢
遺
跡
・
下
谷
戸
遺
跡
は
、
富
士

山
の
伏
流
水
が
湧
き
出
す
湧
水
地
の
周
辺
に
広
が
る
。
水
場
と
し
て
の
利
便
性

は
確
保
さ
れ
た
立
地
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
広
さ
を
有
す
る
水
田
耕
作
地
を
そ

こ
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
下
谷
戸
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
分
布
と
共

通
し
て
お
り
、
沖
積
地
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
立
地
景
観
に
あ
る
。
こ
の

立
地
か
ら
渋
沢
遺
跡
で
の
生せ
い
業ぎ
ょ
う

は
、
水
田
稲
作
で
は
な
く
縄
文
時
代
以
来
の
狩

猟
採
集
が
主
体
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
時
代
の
遺
跡
は
、
富
士
山
西
南

麓
か
ら
北
麓
、
さ
ら
に
群
馬
県
の
山
間
地
な
ど
関
東
平
野
縁
辺
へ
広
が
り
を
見

せ
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
弥
生
時
代
の
水
田
稲
作
へ
の
依
存
が
弱
い
遺
跡
の
分

布
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

  

渋
沢
遺
跡
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た
生
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
な
生
産
に
関
わ
る
遺
構
の
発
見
は
見
ら
れ
な

い
が
、
遺
跡
の
立
地
や
出
土
し
た
遺
物
か
ら
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
器

の
器
面
に
残
る
種
実
の
痕
跡
か
ら
栽
培
植
物
を
特
定
す
る
レ
プ
リ
カ
法
に
よ
っ

て
、
渋
沢
遺
跡
で
は
コ
メ
・
ア
ワ
・
キ
ビ
が
確
認
さ
れ
る
。
一
段
階
は
、
キ
ビ
・

ア
ワ
の
み
で
構
成
さ
れ
、
二
段
階
か
ら
コ
メ
が
加
わ
る
。
た
だ
し
、
構
成
比
と

し
て
の
コ
メ
は
、
一
五
％
に
満
た
な
い
数
値
で
し
か
な
く
、
キ
ビ
の
比
率
が
高

い
（
遠
藤　
二
〇
一
二
）。
畑
作
へ
の
依
存
が
高
い
状
態
は
、
遺
跡
の
最
終
段

階
ま
で
続
く
。
農
耕
に
直
接
関
わ
る
石
器
の
構
成
を
見
て
も
、
縄
文
時
代
晩
期

の
清し

水み
ず
天て
ん
王の
う
山ざ
ん
遺
跡
（
静
岡
市
清
水
区
）
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。
土
掘
り
具

と
な
る
大
型
の
打
製
石せ
き
斧ふ

や
特
徴
的
な
横
刃
型
石
器
な
ど
の
出
土
に
表
れ
て
い

る
（
図
３−

１
）。

０ 10㎝
０ 10㎝

横刃形石器

磨製石斧
環状石斧

磨製石包丁

石鏃

石鏃

石鏃

打製石斧

図 3-1 　渋沢遺跡石器図
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時
代
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　
弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
、
富
士
宮
で
も
潤
井
川
の
中
流
域
に
拠
点
的
な
集

落
で
あ
る
、
周
囲
を
濠ほ
り
で
取
り
囲
ん
だ
弥
生
時
代
を
代
表
す
る
環か
ん
濠ご
う
集
落
が
築

か
れ
る
。
そ
の
先
駆
け
と
な
る
滝た
き
戸ど

遺
跡
で
は
、
丘
陵
の
縁
辺
で
環
濠
と
と
も

に
雌め

鹿が

塚づ
か
Ⅱ
式し
き
期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
丸ま
る
ヶが

谷い

戸と

遺
跡
（
写
真
３−

８
）

や
泉
遺
跡
（
写
真
３−

９
）、
月つ
き

の
輪わ

上う
え

遺
跡
な
ど
で
、
雌
鹿
塚
Ⅲ
式
期
ま
で

に
は
環
濠
集
落
が
築
か
れ
、
弥
生
時
代
後
期
前
半
段
階
に
お
け
る
一
大
拠
点
を

形
成
す
る
。
水
田
稲
作
が
主
要
な
生せ
い
業ぎ
ょ
う

と
な
っ
て
い
た
弥
生
時
代
中
期
の
遺
跡

が
な
い
富
士
山
西
南
麓
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
後
期
に
突
然
登
場
し
た

遺
跡
で
あ
り
、
環
濠
集
落
が
そ
の
当
初
か
ら
築
か
れ
て
い
た
こ
と
を
表
す
こ
と

に
な
る
。
富
士
地
域
に
お
い
て
こ
の
頃
の
遺
跡
分
布
を
み
る
と
、
富
士
山
と
愛あ
し

鷹た
か
山
の
間
を
流
れ
る
赤あ
か
渕ぶ
ち
川
流
域
と
富
士
川
下
流
域
を
含
め
た
こ
の
地
域
に
限

定
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
が
、
い
ず
れ
も
弥
生
時
代
の
遺
跡
分
布
と
異
な
る
点

で
共
通
し
て
お
り
、
時
代
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
開
発
が
始
ま
る
。

　
富
士
宮
市
の
あ
る
駿
河
湾
東
岸
地
域
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
へ
移

り
変
わ
る
大
き
な
時
代
の
画
期
に
環
濠
集
落
が
築
か
れ
出
す
。
丸
ヶ
谷
戸
遺
跡

や
尾お

崎さ
き
遺
跡
（
沼
津
市
）
な
ど
で
は
、
在
来
の
土
器
以
外
に
西に
し
遠と
お
と

江う
み
系
の
土
器

の
出
土
が
見
ら
れ
、
新
た
な
弥
生
時
代
集
落
の
造
営
に
西
遠
江
の
勢
力
が
関
与

し
た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
雌
鹿
塚
Ⅰ
式
期
～
Ⅱ
式
期

の
竪
穴
建
物
の
中
に
、
弥
生
時
代
後
期
の
在
地
の
形
態
で
あ
る
小
判
形
以
外
に

隅
丸
方
形
の
も
の
が
含
ま
れ
る
点
は
、
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
前

段
階
の
弥
生
時
代
中
期
に
大
井
川
以
東
か
ら
狩か

野の

川
流
域
に
展
開
し
た
有う

東と
う
式し
き

土
器
を
使
う
人
々
は
、
環
濠
集
落
を
築
か
な
い
。

　
雌
鹿
塚
Ⅰ
式
期
に
登
場
す
る
遺
跡
と
し
て
は
、
滝
戸
遺
跡
、
富
士
市
の
平ひ
ら
椎じ
い

遺
跡
・
宮み
や
添ぞ
え
遺
跡
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
丘
陵
か
ら
山
間
地
へ
の
進
出

第
五
節
　
　
富
士
宮
市
の
弥
生
時
代
後
期

写真 3-8 　丸ヶ谷戸遺跡環濠
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は
、
水
田
稲
作
に
対
す
る
依
存
度
の
低
下
と
、
生
業
の
多
様
性
を
さ
ら
に
明
ら

か
に
す
る
。
環
濠
に
つ
い
て
も
、
そ
の
立
地
か
ら
溝
を
巡
ら
せ
る
も
の
の
防
御

に
関
わ
る
機
能
は
極
め
て
希
薄
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
環
濠
を
作
る

溝
は
、
集
落
を
区
画
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
溝
で
囲
ま
れ
た
範
囲
で

大
型
住
居
や
貯
蔵
施
設
と
し
て
の
倉
庫
な
ど
の
機
能
分
化
し
た
諸
施
設
に
よ
る

空
間
を
構
成
す
る
。

新
た
な
集
落
展
開

　
環
濠
集
落
は
、
雌
鹿
塚
Ⅲ
式
期
で
終し
ゅ
う

焉え
ん
を
迎
え
継
続
し
な
い
。
集
落
を
取
り

囲
む
溝
も
そ
の
役
割
を
終
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
以
降
、
富
士
宮
で
も
新

た
な
集
落
造
営
の
動
き
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
典
型
が
黒
田
の
月
の
輪
上
遺

跡
で
あ
る
。

　
月
の
輪
上
遺
跡
で
は
、
竪
穴
建
物
二
一
軒
・
掘
立
柱
建
物
七
棟
・
小
型
竪
穴

建
物
六
棟
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
図
３−

２
〜
４
、
写
真
３−

10
・
11
）。

多
彩
な
遺
構
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
小
型
竪
穴
建
物
に
お
い
て
は
、
炉
が
な

く
住
ま
い
と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い
。
竪
穴
建
物
四
～
五
軒
に
対
し
て
、
小
型

竪
穴
建
物
、
二
間
×
一
間
の
掘
立
柱
建
物
が
そ
れ
ぞ
れ
一
棟
の
組
み
合
わ
せ
に

あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
、
村
に
住
む
人
々
が
日
常
の
協
同
作

業
を
行
う
上
で
の
一
つ
の
単
位
と
な
り
、
食
糧
生
産
に
お
け
る
収
穫
物
を
共
同

の
倉
庫（
掘
立
柱
建
物
）に
納
め
て
い
る
組
織
を「
共
同
体
に
お
け
る
構
成
単
位
」

（
近
藤　
一
九
五
九
）
と
す
る
と
、
竪
穴
建
物
・
小
型
竪
穴
建
物
・
掘
立
柱
建

物
に
よ
る
単
位
集
団
に
よ
り
村
が
経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
少

な
く
と
も
月
の
輪
上
遺
跡
で
は
、
五
つ
の
集
団
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
大
き

な
階
層
差
を
表
わ
す
遺
構
・
遺
物
は
見
当
た
ら
ず
、
均
質
的
で
あ
る
。
前
段
階

の
環
濠
集
落
に
お
い
て
階
層
性
に
関
わ
る
も
の
は
、
そ
の
中
で
構
築
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
る
と
、
首
長
ク
ラ
ス
の
居
住
域
は
、
単
独
的
に
営
ま
れ
て
い
た

こ
と
に
な
り
、
豪
族
（
首
長
）
居
館
や
そ
れ
が
管
理
す
る
倉
庫
な
ど
が
別
の
場

所
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
雌
鹿
塚
Ⅲ
式
期
以
降
に
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
も
の
と
し
て
、
滝
戸
遺
跡
で

も
同
じ
丘
陵
上
で
の
集
落
の
継
続
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
沖
積
地
に

あ
る
泉
遺
跡
で
は
、
環
濠
集
落
終
焉
後
に
集
落
遺
跡
は
造
営
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
が
再
興
さ
れ
る
の
は
古
墳
時
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雌
鹿
塚
Ⅳ

式
期
以
降
環
濠
集
落
が
終
焉
を
迎
え
、
環
濠
の
外
側
に
集
落
域
を
広
げ
る
よ
う

に
な
る
段
階
で
、
こ
れ
ら
の
環
濠
集
落
以
外
に
小
泉
の
石い
っ
敷し
き
遺
跡
や
大
中
里
の

坂さ
か

下し
た

遺
跡
な
ど
周
辺
へ
集
落
が
築
か
れ
そ
の
広
が
り
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の

中
に
は
、
柚ゆ

野の

辻つ
じ

遺
跡
や
現
在
の
田
貫
湖
湖
底
を
中
心
に
広
が
る
長ち

ょ
う

者じ
ゃ

ヶが

原は
ら

遺

写真 3-9 　泉遺跡環濠
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跡
な
ど
山
間
地
で
狩
猟
採
集
を
主
た
る
生
業
と
す
る
遺
跡
な
ど
も
あ
る
。
弥
生

時
代
に
お
け
る
生
業
の
多
様
性
を
背
景
と
し
た
精
力
的
な
山
間
地
開
発
が
進
む

よ
う
に
な
る
。
長
者
ヶ
原
遺
跡
は
、
本
来
富
士
山
の
湧
水
地
の
周
辺
に
広
が
っ

て
い
た
集
落
遺
跡
で
あ
り
、
標
高
六
六
〇
ｍ
を
測
る
高
地
に
あ
る
。
田
貫
湖
の

あ
る
台
地
は
、
田
貫
湖
の
岩が
ん
屑せ
つ
な
だ
れ
堆
積
物
を
基
盤
と
す
る
。
二
万
年
程
前

に
富
士
山
が
西
側
に
崩
れ
た
際
に
生
じ
た
大
量
の
土
砂
が
天
子
山
地
に
ぶ
つ
か

り
、
行
く
手
を
遮
ら
れ
厚
く
堆
積
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
富

士
山
山
腹
の
複
雑
で
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
環
境
の
な
か
に
あ
る
。
長
者
ヶ
原
遺

跡
で
は
、
二
軒
の
竪
穴
建
物
と
集
落
の
縁
辺
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
狩
猟

用
の
落
し
穴
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
写
真
３−

12
・
13
）。

　
こ
の
よ
う
に
雌
鹿
塚
Ⅲ
式
期
は
、
環
濠
集
落
の
終
焉
な
ど
時
代
の
画
期
に
関

わ
る
出
来
事
が
多
く
な
る
。
こ
の
段
階
、
沖
積
平
野
に
あ
っ
た
弥
生
時
代
の
集

落
の
ほ
と
ん
ど
は
、
消
失
し
て
確
認
で
き
な
く
な
る
。
弥
生
時
代
後
期
の
中
核

的
な
集
落
で
あ
る
登と

呂ろ

遺
跡
（
静
岡
市
駿
河
区
）
や
伊い

場ば

遺
跡
（
浜
松
市
中
央

区
）
さ
ら
に
山や
ま
木き

遺
跡
（
伊
豆
の
国
市
）
な
ど
も
動
向
が
は
っ
き
り
し
な
く
な

る
。
こ
の
時
代
の
太
平
洋
沿
岸
に
お
け
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
、
そ
の
画
期

に
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
、
長
者
ヶ
原
遺

跡
の
よ
う
な
山
間
地
へ
の
進
出
が
活
発
化
し
、
山
間
地
、
丘
陵
で
の
急
激
な
遺

跡
増
加
が
促
さ
れ
る
。
沖
積
平
野
に
お
け
る
遺
跡
の
終
焉
を
契
機
と
し
た
人
口
圧

の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
表
例
が
沼
津
市
の
足あ
し

高た
か

尾お

上の
う
え

遺
跡
群
で
あ
り
、
愛
鷹
山
中
腹
の
二
㎞
四
方
の
範
囲
に
一
〇
〇
〇
軒
を
超
え
る
竪

穴
建
物
が
密
集
す
る
。

　
雌
鹿
塚
Ⅲ
式
期
で
は
、
方ほ
う
形け
い
周し
ゅ
う

溝こ
う
墓ぼ

が
群
構
成
を
示
す
墓
域
と
し
て
明
ら
か

に
な
る
。
滝
戸
遺
跡
で
は
、
同
じ
丘
陵
上
で
方
形
周
溝
墓
群
が
集
落
域
の
北
側

で
展
開
す
る
。
月
の
輪
上
遺
跡
と
星ほ
し
山や
ま
谷
を
挟
ん
で
対
岸
の
坊ぼ
う
地ち

南み
な
み

遺
跡
で
複

数
の
溝
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
月
の
輪
上
遺
跡
に
対
す
る
墓
域
と
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
富
士
山
側
の
丘
陵
上
で
は
、
富
士
宮
溶
岩
流
を
地
質
的
な
基
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盤
と
す
る
城し
ろ

山や
ま

遺
跡
で
雌
鹿
塚
Ⅱ
式
期
～
Ⅲ
式
期
の
方
形
周
溝
墓
群
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。
溝
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
全
周
す
る
も
の
で
占
め
ら
れ
る
。
そ

の
中
でSZ1

と
さ
れ
る
雌
鹿
塚
Ⅱ
式
期
の
方
形
周
溝
墓
は
、
最
も
広
い
と
こ

ろ
で
幅
九・
二
五
ｍ
を
測
る
大
型
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
関
連
す
る
集
落
遺

跡
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
現
在
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
富
士
宮
溶
岩
流

が
形
成
し
た
丘
陵
裾
を
東
西
に
広
が
る
微
高
地
に
点
在
す
る
遺
跡
の
一
部
が
関

連
す
る
。
連れ
ん
雀じ
ゃ
く

町ち
ょ
う

遺
跡
な
ど
で
そ
の
段
階
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
富
士
山
西
南
麓
で
弥
生
時
代
後
期
の
遺
跡
の
分
布
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
潤

井
川
中
流
域
と
富
士
川
下
流
域
に
当
た
る
富
士
市
松
野
地
区
が
相
当
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
は
、
月
の
輪
遺
跡
群
の
あ
る
星
山
谷
を
介
在
し
て
結
び
付
く
の
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
主
体
と
な
る
の
は
、
弥
生
時
代
後
期
中
葉
に
当
た
る
雌
鹿
塚
Ⅲ

式
期
以
降
の
環
濠
に
関
わ
ら
な
い
段
階
で
あ
る
。
潤
井
川
流
域
に
お
い
て
、
弥

生
時
代
後
期
後
半
の
滝
戸
遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
群
と
古
墳
時
代
前
期
前
半
の
南な
ん

部ぶ

谷が
や
戸と

遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
で
は
、
そ
の
規
模
は
元
よ
り
連
接
す
る
前
者
と
単

独
の
後
者
で
そ
の
構
成
も
大
き
く
異
な
る
。
墓
域
の
形
態
差
に
よ
る
画
期
の
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
富
士
市
の
中な
か
野の

遺
跡
の
第
一
方
形
周
溝
墓

は
、
雌
鹿
塚
Ⅲ
式
期
段
階
の
方
形
周
溝
墓
で
、
溝
内
の
埋
葬
施
設
か
ら
ガ
ラ
ス

勾
玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉
の
出
土
が
見
ら
れ
る
。
滝
戸
遺
跡
の
よ
う
に
一
つ
の
溝
を

共
有
し
て
周
溝
墓
が
群
を
成
し
て
築
く
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
溝
を
共
有
せ

ず
に
独
立
し
た
も
の
が
群
構
成
を
示
し
、
ほ
か
と
隔
絶
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。
そ
れ
が
地
域
に
お
け
る
階
層
社
会
を
反
映
さ
せ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

環
濠
集
落
の
終
焉
以
降
、
丸
ヶ
谷
戸
遺
跡
に
お
け
る
墳
墓
登
場
ま
で
の
間
、
新

た
な
集
落
の
構
築
と
と
も
に
、
そ
こ
に
古
墳
時
代
へ
と
続
く
構
造
的
な
階
層
社

会
の
萌ほ
う
芽が

期
と
し
て
の
複
雑
な
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

写真 3-12 　長者ヶ原遺跡落とし穴

写真 3-13 　長者ヶ原遺跡住居
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写真 3-11　月の輪上遺跡 58 号住居出土遺物

図 3-4 　月の輪上遺跡 53 号住居出土状況


